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１． 地盤における小規模高密度アレイ観測より、地動の回転 3 成分を推定可能な
２つの手法（弾性体法および剛体法）を新たに構築している。また、間接的
ではあるものの、偏心建物の時刻歴グリーン関数や層剛性の推定を行う場合
には、これまで用いられることの無かった微動記録のねじれ成分を考慮する
必要性があることを指摘し、構築した手法の重要性を指摘している。  
２． 時刻歴グリーン関数と層剛性の推定手法を実在する偏心建物に適用し、構築し
た手法の有用性を例示している。特に、基準階におけるねじれ成分の長周期成
分が不足するため、時刻歴グリーン関数の波形の歪みを補正する方法を提案し
ており、実用性を高めている。 
３． 時刻歴グリーン関数や層剛性を推定する際には、全層同時観測が必要ではなく、
限られた位置のみで観測を行えばよく、実用性に優れていることを提示している。 
 
本論文で構築した手法の独創性は高く、地震被害を受けやすい偏心建物の構造特性
の把握や、地震後の建物の損傷度を把握する際に極めて有用であり、学術上、実際上
寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値
あるものと認める。また、平成３１年１月２２日、論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
